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の鉄刀・銑鉄小丸山古墳出
諏
訪
市
博
物
館
保
存
処
理
完
了

諏
訪
市
博
物
館
（
同
市
中
洲
）
は
、
「
小
丸
山
古
墳
出
土
品
－

令
和
5
年
度
保
存
処
理
完
了
公
開
展
－
」
を
館
内
2
階
す
わ
大
昔

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
い
て
い
る
。
由
市
豊
田
有
賀
の
小
丸
山
古

墳
か
ら
出
土
し
、
2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
度
に
さ
び
除
去
や
腐

食
防
止
な
ど
の
保
存
処
理
を
施
し
た
鉄
刀
7
占
苫
鉄
鉱
（
矢
尻
）

1
点
が
並
薫
2
8
日
ま
で
。

小
丸
山
古
墳
は
、
周
溝
を
持
っ

た
直
径
約
2
0
㍍
の
円
墳
と
推
定
さ

れ
、
主
な
出
土
品
は
鉄
刀
、
鉄
鉱
、

馬
具
、
ガ
ラ
ス
小
玉
な
ど
。
出
土

品
の
内
容
や
大
き
さ
か
ら
、
時
代

は
6
世
紀
末
頃
の
古
墳
時
代
後
期

で
、
当
時
諏
訪
地
域
を
治
め
て
い

た
人
物
の
古
墳
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
出
土
品
の
一
部
は
1
9
7
9

年
に
市
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た。
2
0
1
5
年
に
一
部
の
金
属
製

の
出
土
品
を
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
調

査
し
た
ぢ
」
ろ
、
銀
線
を
は
め
込

ん
だ
装
飾
の
跡
が
確
認
さ
れ
た
。

管
理
す
る
市
教
育
委
員
会
で
は
、

責
重
な
出
土
品
を
修
復
し
、
良
好

な
状
態
で
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
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保
存
処
理
を
し
た
小
丸
山
古
墳

出
土
品
が
並
ぶ
諏
訪
市
博
物
館

の
す
わ
大
昔
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
山
本
雄
太
）

1
7
年
か
ら
保
存
処
理
事
業
を
実

施
。
毎
年
、
処
理
が
終
わ
っ
た
も

の
か
ら
展
示
し
て
い
る
。

今
回
の
展
示
品
の
中
で
特
に
目

を
引
く
刀
身
が
ほ
ぼ
残
っ
て
い
る

鉄
刀
は
、
長
さ
約
3
1
巧
。
権
力
者

の
権
威
や
権
力
を
示
す
威
信
財
と

み
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
保
存
処

理
の
効
果
を
分
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
、
未
処
理
の
鉄
鉱
を
展

示
。
出
土
品
の
再
整
理
事
業
に
つ

い
て
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
な
ど
も
並

べた。同
博
物
館
学
芸
員
は
「
展
示
数

は
少
な
い
が
、
表
面
に
残
る
わ
ず

か
な
鞘
の
痕
跡
な
ど
を
間
近
で
見

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
再
生

整
理
事
業
に
つ
い
て
も
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
来
館
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。

入
館
料
は
一
般
3
1
0
円
、
小

中
学
生
1
5
0
円
。
午
前
9
時
～

午
後
5
時
。
月
曜
休
館
。
問
い
合

わ
せ
は
同
博
物
館
（
電
話
0
2
6

6
・
5
2
・
7
0
8
0
）
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